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二
、
仙
台
支
部
誕
生 

野
崎
昌
克
支
部
長
さ
ん
の
時
代 

 

（
昭
和
三
三
年
～
昭
和
三
九
年
） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

佼
成
会
は
、
昭
和
三
三
年
一
月
の
真
実
本
尊
顕
現
の
宣
言
以
来
、
新
た
な
時
代
を
築
こ
う
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
行
一
筋
の
信
仰
か
ら
教
学
の
導
入
に
よ
る
新
た
な
佼
成
会
の
信
仰
づ
く
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

励
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
庭
野
日
敬
会
長
先
生
が
教
団
の
新
し
い
息
吹
を
全
国 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
会
員
に
注
ぎ
込
む
た
め
に
、
三
三
年
一
月
か
ら
全
国
巡
教
を
行
い
ま
し
た
。
宮
城
県
へ
の
巡
教
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
三
四
年
六
月
で
し
た
。
会
長
先
生
は
、
仙
台
市
労
働
会
館
に
山
形
・
福
島
・
岩
手
の
三
県
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

も
参
集
し
た
約
千
三
百
人
の
会
員
に
む
け
て
「
仏
教
の
合
理
性
と
世
界
平
和
」
と
題
す
る
講
演
を
約 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
時
間
行
い
ま
し
た
。 

佼
成
会
の
新
し
い
歩
み
は
、
教
団
の
組
織
に
も
及
び
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
制
の
実
施
が
そ
れ
で
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

従
来
の
導
き
の
親
子
関
係
を
主
軸
と
す
る
タ
テ
系
の
組
織
か
ら
支
部
・
法
座
を
主
軸
と
す
る
ヨ
コ
系 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
組
織
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
仙
台
準
連
絡
所
は
、
昭
和
三
四
年
九
月
に
仙
台
連
絡
所
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇
格
し
茨
城
支
部
に
所
属
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
茨
城
支
部
に
包
括
さ
れ
て
か
ら
仙
台
地
区
に
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
幹
夫
水
戸
第
二
支
部
長
（
後
の
東
北
教
会
長
、
第
二
代
仙
台
支
部
長
）
や
野
崎
昌
克
日
立
第
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

支
部
長
（
後
の
初
代
仙
台
支
部
長
）
な
ど
の
茨
城
支
部
系
の
幹
部
が
指
導
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
。
指
導
体
制
の
変
化
に
、
仙
台
連
絡
所
所
属
の
会
員
の
中
に
は
多
少
の
戸
惑
い
と
不
調
和
音
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
じ
ま
し
た
。
で
す
が
、
会
員
た
ち
は
失
い
か
け
た
連
帯
感
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
積
極
的
に
青
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

層
を
中
心
と
し
て
教
学
研
修
を
実
施
し
て
佼
成
会
の
新
し
い
息
吹
の
吸
収
に
努
め
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
支
部
の
発
足
は
、
地
元
会
員
の
予
想
以
上
に
早
く
実
現
し
ま
し
た
。
昭
和
三
四
年
十
一
月
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
支
部
は
発
足
し
、
野
崎
昌
克
支
部
長
が
初
代
の
仙
台
支
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
仙
台
支
部
は
、 
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気
仙
沼
市
と
本
吉
郡
の
一
部
を
除
い
て
宮
城
県
全
域
を
包
括
地
域
と
し
、
こ
れ
を
仙
台
市
を
中
心
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
第
一
法
座
（
志
賀
野
充
代
主
任
）
と
石
巻
を
中
心
と
し
た
第
二
法
座
（
和
地
章
雄
主
任
）
と
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
分
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
三
四
年 

（
一
九
五
九
年
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
施
行 

 
 
 
 
 
 

皇
太
子
成
婚
式 

六
月
二
四
日 

 

宮
城
県
に
初
め
て
庭
野
日
敬
会
長
先
生
ご
巡
教
を
頂
く 

（
労
働
会
館
に
て
東
北
地
区
大
会
を
開
催
し
千
三
百
人
参
集
） 

七
月
二
十
日 

仙
台
準
連
絡
所 

一
周
年
記
念
式
典 

 

八
月
九
日 

初
の
青
年
部
教
学
研
修
会 
 

九
月 

 
  

 
 

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
よ
り
、
茨
城
支
部
仙
台
連
絡
所
と
な
る 

 

十
一
月
二
八
日 

仙
台
支
部
誕
生 

発
足
式 

初
代
支
部
長 

野
崎
昌
克
（
前
日
立
第
三
支
部
長
） 

第
一
法
座
（
仙
台
市
中
心
）
主
任 

志
賀
野
充
代 

 
 
 
 

第
二
法
座
（
石
巻
市
中
心
）
主
任 

和
地
章
雄 
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野
崎
支
部
長
は
、
ま
ず
連
絡
所
時
代
か
ら
会
員
の
要
望
の
強
か
っ
た
支
部
道
場
の
建
設
計
画
の
実 

 
 
 
 
 
 
 
 

現
に
着
手
し
ま
し
た
。
幸
い
支
部
発
足
早
々
に
本
部
か
ら
道
場
建
設
の
許
可
は
お
り
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
か
し
、
建
設
予
定
地
の
買
収
に
は
手
間
ど
り
昭
和
三
六
年
六
月
に
仙
台
市
長
町
の
水
田
六
百
坪
の
土 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
建
設
作
業
は
十
一
月
か
ら
本
格
化
し
、
仙
台
支
部
の
会
員
だ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

で
な
く
隣
接
の
福
島
や
盛
岡
の
各
支
部
か
ら
の
応
援
も
得
て
、
文
字
通
り
東
北
地
方
の
全
支
部
を
あ
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 

て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
渡
辺
幹
夫
東
北
教
区
長
も
釜
石
支
部
か
ら
た
び
た
び
駆
け
つ
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
単
に
仙
台
支
部
道
場
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
東
北
地
方
の
中
心
都
市
仙
台
に
、
本
会
の
使
命
を
内
外 

 
 
 
 
 
 
 
 

に
示
す
足
が
か
り
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
の
も
で
あ
る
」
と
の
意
義
を
仙
台
支
部
の
会
員
に
訴
え
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
。
仙
台
支
部
道
場
は
昭
和
三
八
年
九
月
に
入
仏
・
落
成
式
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
支
部
は
、
道
場
建
設
の
目
標
の
も
と
に
会
員
相
互
の
一
層
の
連
帯
感
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
、
チ
リ
津
波
地
震
救
援
活
動
、
第
三
法
座
所
（
石
巻
市
）
の
設
置
、
青
葉
祭
り
へ
の
参
加
、
青 

 
 
 
 
 
 
 
 

年
部
員
に
よ
る
清
掃
奉
仕
、
壮
年
部
に
よ
る
主
人
会
の
発
足
な
ど
を
通
し
て
、
支
部
の
強
固
な
基
盤
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

築
い
て
い
き
ま
し
た
。 
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【
昭
和
三
十
四
年 

会
長
先
生
ご
巡
教
】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

【
会
長
先
生
と
渡
辺
幹
夫
東
北
教
会
長
】 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

仙
台
市
労
働
会
館 
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【
昭
和
三
十
四
年 

仙
台
支
部
発
足
式
】 

 
 
 
 
 
 

【
昭
和
三
十
四
年
当
時
の
様
子
】 

 
 

【
前
列
左
か
ら
石
川
主
任
、
和
田
さ
ん
】 

下
段
右
か
ら
三
人
目
野
崎
支
部
長 

五
人
目
和
地
主
任 
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【
昭
和
三
十
四
年
当
時
の
様
子
】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
当
時
の
青
年
部 

秋
保
地
区
で
の
法
座
】 

 

前
列
右
か
ら 
志
賀
野
、
菊
地
（
姉
）
一
人
お
き
佐
藤
、
石
川
主
任 

 
 
 
 
 
 
 

右
二
人
目
か
ら
志
賀
野
部
長
、
斉
藤
勇
、
佐
藤
一
栄 

 

後
列
左
か
ら 
灰
島 

一
人
お
き
高
沢
、
菊
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
か
ら 

秋
山
、
阿
部
、
太
田
国
男 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
三
五
年 

（
一
九
六
十
年
） 

 

 

一
月
一
日 

新
体
制
の
第
一
年 

元
旦
初
参
り 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
月 

「
交
」
を
「
佼
」
と
し 

 
 
 

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
開
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

立
正
佼
成
会
に
改
名 

 
 

教
勢 

「
六
法
座 

三
、
三
三
五
世
帯
」 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
月
十
七
日 

 

新
体
制 

青
年
部
編
成
な
る 

 
 

 
 

一
月
十
五
日 

 

仙
台
支
部 

第
一
回
青
年
部
新
春
の
集
い
開
催 

（
宮
城
県
民
会
館
） 

五
月 

 
 
 
 

チ
リ
地
震
津
波
救
援
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
リ
地
震
津
波 

（
本
部
外
山
和
夫
課
長
が
派
遣
支
援
行
い
、 

石
巻
支
部
発
足
の
原
動
力
と
な
る
） 

青
葉
祭
り
参
加 

七
月 

 
 
 
 
 

第
一
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
部
研
修
会
（
仙
台
支
部
） 
講
師 

川
手
課
長 

八
月
五
日 

 
 
 

第
三
法
座
所
（
石
巻
市
）
設
置 

主
任 

佐
々
木
康
之 

 
 

 
 

 

十
月
一
日 

御
旗
勧
請
に
な
り
御
旗
奉
載
を
挙
行 

 
 

 
 

 

十
月
九
日 

お
会
式
萬
燈
行
列
開
催 

 
 

 
 

 

十
二
月
一
日 

仙
台
支
部
発
足
一
周
年
記
念
式
典 

 
 

 
 

 

 
 

青
年
部
に
よ
る
清
掃
奉
仕
開
始 

壮
年
部
の
主
人
会
発
足 

 



 20 

【
昭
和
三
五
年 

一
月
十
五
日 

 

仙
台
支
部 

第
一
回
青
年
部
新
春
の
集
い
】 

後
列
右
か
ら
森
、
阿
部
、
安
田
、
斉
藤
、
灰
島
、
鈴
木
、
二
人
お
い
て
和
地
、
二
人
お
い
て
谷
村
（
阿
部
） 

 
 
 

 
 
 
 

左
か
ら
熊
谷
（
高
代
支
部
長
）
、
二
瓶
、
堀
米
、
半
沢
、
中
村
、
谷
村
（
阿
部
）
、
伊
沢 

 
 

前
列
右
か
ら
伊
藤
、
谷
村
（
弟
）
関
根
、
大
場
、
川
村
、
佐
々
木
、
半
沢
、
二
瓶
、
熊
谷
（
高
代
支
部
長
）
、
伊
東 
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【
昭
和
三
五
年 

チ
リ
地
震
津
波
】 

 

本
部
よ
り
外
山
部
長
お
見
舞
い 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

浩
子
幹
部
宅
に
て
被
害
者
に
見
舞
金
を
贈
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
ヶ
浜
付
近
の
被
害 
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【
昭
和
三
五
年
七
月 

第
一
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
部
研
修
会
】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
昭
和
三
五
年
十
一
月
二
十
日 

会
長
先
生
お
誕
生
会
】 

講
師 
川
手
課
長 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
駅
で
講
師
さ
ん
を
お
見
送
り 
 
 
 
 
 
 
 

後
ろ
に
見
え
る
垂
れ
幕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
か
ら
和
地
主
任
、
野
崎
支
部
長
、
秋
山
さ
ん 

 
 
 

「
青
年
部
の
目
的
」
は
後
の
会
員
綱
領 
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【
昭
和
三
五
年 

第
三
法
座
所
開
き
（
石
巻
）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

前
列
右
か
ら
野
崎
支
部
長
、
和
地
主
任
、
谷
村
（
父
） 

 
 

 

【
祝
宴
の
様
子
】 
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【
昭
和
三
五
年
十
月
九
日 

初
め
て
の
お
会
式 

万
燈
行
列
】 
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【
壮
年
部
万
灯
班
】 

こ
の
万
灯
は
阿
部
さ
ん
が 

 
 

【
青
年
部
ま
と
い
班
】 

白
い
ま
と
い
は 

 
 
 

【
昭
和
三
五
年
の
女
子
部
】 

前
列
左
か
ら 

（
現
在
青
葉
支
部
壮
年
部
）
親
支
部
の
新
宿
支
部
で 

 
 

谷
村
（
父
）
さ
ん
が
作
り
ま
し
た
。
頭
の 

 
 
 

和
地
さ
ん
、
二
瓶
さ
ん
、
熊
谷
さ
ん 

写
し
た
写
真
を
見
な
が
ら
壮
年
部
で
作
成
し
ま
し
た
。 

 

部
分
が
木
製
で
大
変
重
い
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 

（
高
代
支
部
長
）、
谷
村
（
阿
部
）
さ
ん 

中
央 

谷
村
（
父
）
前
列
右
二
人
目 

畑
部
長 

 
 
 

後
列
左 

谷
村
（
弟
）
森 

前
列
左 

半
沢 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
三
六
年 

（
一
九
六
一
年
） 

 
 

一
月
十
五
日 

 
 

青
年
部
新
春
の
集
い
開
催 

（
仙
台
市
労
働
会
館
） 

六
月 

 
 
 
 

支
部
道
場
建
設
用
に
長
町
の
水
田
六
十
十
坪
取
得 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
一
日 

会
費
百
円
に
改
定 

 

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
流
行 

 
 
 
 
 

教
勢 

「
六
法
座 
一
、
六
三
二
世
帯
」 

十
一
月  

 
 
 

支
部
道
場
建
設
作
業
本
格
化 

 
 

 
 

 

昭
和
三
七
年 

三
月
六
日 

青
年
部
役
員
練
成
会
に
参
加
（
七
面
山
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
世
界
初
の
一
千
万
都
市 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
一
日 

会
員
綱
領
を
発
表 

七
月
二
二
日 

第
三
回
全
国
運
営
委
員
会
に
参
加
（
大
聖
堂
） 

 

九
月
三
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生
の
ご
巡
教
を
頂
き 

宮
城
県
布
教
大
会
開
催
（
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
五
千
名
参
加
） 

教
勢 

「
六
法
座 

一
、
八
七
九
世
帯
」 

 
 

 
 

十
一
月
二
八
日 

仙
台
支
部
発
足
三
周
年
記
念
式
典 

(

日
の
出
会
館
七
階
ホ
ー
ル
） 
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【
昭
和
三
五
年
頃 

 

青
年
部
練
成
大
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
昭
和
三
六
年 

一
月 

青
年
部
新
春
の
集
い
】 
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【
昭
和
三
六
年
頃 

お
話
と
映
画
の
集
い
】 

 
 

【
昭
和
三
七
年 

青
年
部
役
員
練
成
会
（
七
面
山
）
】 

 

【
昭
和
三
七
年 

第
三
回
全
国
運
営
委
員
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男
子
部 

畑
部
長
、
阿
部
庶
務
、
半
沢 
 
 
 
 
 
 

畑
男
子
部
長
、
阿
部
庶
務
、
安
田
女
子
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
子
部 

安
田
部
長
、
二
瓶
（
妹
）
佐
々
木
、
谷
村 

 
 

 



 29 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

佐
藤
高
代
さ
ん
（
宮
城
野
支
部
支
部
長
）
の
体
験 

  
 
 
 

 
 
 

「
仙
台
教
会
発
足
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
も
ま
た
現
役
の
支
部
長
と
し
て
、 

 
 
 
 
 
 
 

支
部
の
多
く
の
信
者
さ
ん
と
共
に
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
こ
の
上
な
い
幸
せ
と
、
深
い
感
謝
で 

 
 
 
 
 
 
 

い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

広
瀬
川
の
畔
、
遠
正
さ
ん
の
二
階
を
借
り
て
発
足
し
た
と
き
、
高
校
一
年
生
で
し
た
。
八
畳
三
間
続 

き
の
座
敷
が
法
座
席
と
戒
名
室
、
廊
下
の
突
き
当
り
が
事
務
所
。
で
も
い
つ
も
信
者
さ
ん
で
溢
れ
て
い 

ま
し
た
。
私
の
と
っ
て
特
に
印
象
的
な
の
は
、
一
坪
ほ
ど
の
裸
電
球
一
つ
の
暗
い
台
所
で
、
大
家
さ
ん 

の
食
事
の
支
度
、
お
当
番
さ
ん
、
時
に
は
親
支
部
の
野
崎
教
会
長
さ
ん
や
お
役
の
食
事
の
支
度
と
パ
ニ 

ッ
ク
状
態
。
小
さ
な
流
し
、
石
油
コ
ン
ロ
一
つ
と
七
輪
が
大
活
躍
で
し
た
。 

当
時
青
年
部
で
日
曜
日
は
仙
台
駅
の
ト
イ
レ
掃
除
に
行
き
ま
し
た
。
始
発
の
電
車
ま
で
に
は
間
に
合
わ 

な
い
の
で
、
河
原
町
か
ら
徒
歩
で
し
た
。
当
時
の
ト
イ
レ
は
水
洗
で
は
な
い
の
で
、
汚
い
、
臭
い
が
半
端 

で
な
く
、
十
分
な
洗
剤
や
用
具
も
な
く
、
一
所
懸
命
み
ん
な
で
頑
張
り
、
帰
り
は
と
て
も
身
も
心
も
爽
快 

で
楽
し
く
修
行
で
き
、
帰
っ
て
来
る
と
当
時
厨
房
の
担
当
の
本
多
さ
ん
が
、
炊
き
た
て
の
ご
飯
と
納
豆
を 

用
意
し
て
く
れ
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
（
後
略
）」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
宮
城
野
支
部
発
足
五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
） 
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【
昭
和
三
七
年
頃 
新
春
若
人
の
集
い 

（
松
島
に
て
）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
昭
和
三
七
年
頃
の
青
年
部
】 
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【
昭
和
三
七
年 
会
長
先
生
が
道
場
建
設
予
定
地
（
長
町
）
を
視
察
】 

後
列
左
か
ら
渡
辺
教
会
長
、
会
長
先
生
、
佐
藤
理
事
、
野
崎
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

佐
藤
理
事
様
と
松
島
訪
問 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
三
八
年 

（
一
九
六
三
年
） 

 
 

四
月
八
日 

仙
台
支
部
修
養
道
場
起
工
式 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

九
月
十
四
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生 

 

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺 

 

教
勢 

「
六
法
座 

二
、
〇
九
六
世
帯
」 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロ
ー
マ
教
皇
パ
ウ
ロ
六
世
と
会
見 

 

五
月
三
十
日 

仙
台
支
部
修
養
道
場
上
棟
式 

 
 

 
 

 

 

九
月
二
九
日 

仙
台
支
部
修
養
道
場
完
成 

 
 

 
 

 

 
 

入
仏
落
慶
式 

 
 

 
 

 

十
一
月
二
八
日 

仙
台
支
部
発
足
四
周
年
記
念
式
典 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
三
九
年 

 

三
月
三
一
日 

第
三
法
座
所
が
石
巻
支
部
に
昇
格 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
海
道
新
幹
線
開
通 

野
崎
支
部
長
が
石
巻
支
部
長
に
転
任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催 
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【
昭
和
三
八
年 

五
月 

仙
台
支
部
修
養
道
場
上
棟
式
】 
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【
昭
和
三
八
年 

九
月 

仙
台
支
部
修
養
道
場
入
仏
落
慶
式
】 

 
 
 

入
り
き
れ
な
い
会
員
さ
ん
は
む
し
ろ
を
ひ
い
て
参
拝
し
ま
し
た 

 
 
 
 

青
年
部
に
よ
る
奉
献
の
儀 
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長
町
修
養
道
場 

完
成
直
後
の
外
観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

２
階
会
議
室
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【
昭
和
三
八
年 

大
曼
荼
羅
勧
請
式 

（
本
部
）】 

 

二
列
目
中
央 
渡
辺
東
北
教
会
長
、
向
か
っ
て
左
隣 

野
崎
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 

大
曼
荼
羅
を
会
長
先
生
か
ら
拝
受
（
野
崎
支
部
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 37 

【
仙
台
支
部
に
大
曼
荼
羅
勧
請
】 
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【
昭
和
三
九
年 
野
崎
支
部
長
さ
ん
送
別
会
】 

 
 
 

野
崎
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男
性
和
地
主
任 

 

 
 

 


